
ノ

の　、

で表示した敷字を基礎として計算すると全騰として約20．

万か（予想）であり，筒増加の見摯が大きし♪。但し比重＝

2・5とした◎．

　　　　8．鑛石の庭理及び採鑛
　耐火煉瓦混入用乏しては殆んど選鑛の要はない。他の［

用途に關しては今後の問題として研究を要する。殊に純

度，粒度結晶の形歌等が微妙な影響を與える陶磁器，・紡

．績，製紙，ゴム充墳用等の場合叉は此の鑛石の粒度が一

般の絹雲母に比し遙かに粗い馳を考慮して粉碑，’精製等

に新たに特別の工夫を要するであろうρ

　山元生産原憤は鑛由側中意見によれぼ含銅硫化鐵ど大

　　　　　　　　　　　イ1
差
無 いが，現在の鑛山の稼行朕況下で比較的容易に直ち

に探掘む得るζ思われる絹雲母鑛床は次の通りである・

　L　Om坑準手押しによる場合

　　　　　　ゼ　　　入四間だけ
　2．竪坑て蓮搬猫）を用いる場合

　　　2501n～300m第4赤澤上藍西

　　　2501h～300m第6竪坑東

　　　250m12高鈴東南部

　3・若し取明をす為場合

　　　300m　l3高鈴下盤　．

　しかし使用見込量が鯨O少量であれば鑛山としては却

つて煩を加える丈であpて稼行に難色があるであろう。』

　　　　　　亥・　献
（1）F。Otsuka：geology．of　a　part　of　tke　Taga

　Rβnge　1901・

（2）渡邊萬次郎；多駕山脈南部地質圖及び多賀申脈南

　部地質調査報交　工917，　・　　　　　　　　。

（3）渡邊萬次郎：日立鑛山附近の火成岩と其の鐘床に．

　封する關係に就いて　地質學雑誌▽oe．27，1920』

（4）木下韓城：七万五千分之一地質高幅及び説明書

　（助川圖幅），1935ず

‘5）Kl，Sugi：BPreli皿inary　Stu（1y　on　tke　Meta－

　m曾rphjc　Rocks　py　Southem・Abukum，e　Plaレ

　eau・Ysp・Your・qeoL　Geogr，vol　x11，耳os，

　3－r4。　1935，

（6）瀬戸國勝：日立鑛山産絹雲母及び絹雲母片岩の化

　學成分，岩鑛vo1，1，1929，　　　弩

く7）須藤俊男：粘土鑛物の鑛物學的性質，窯業協會難

　誌voL55，’，1947，

（8）須藤俊男＝微細なる雲母の化學成分科學voL18，

　1948，

（9）山岡一雄：日立鑛山入四間鑛騰の「落し」ξ鑛物の

　線歌配列方向，炭薩voL33，No．4，、lg4g，

し

，553。94：550．8（524）

室知麦田赤雫地逗赤間澤大谷澤調査畳

　松井　寛　一杉武治　逆瀬1藍1満丸漸『

　　　　　　R6SUm6
GeoI6gicarSurvey　of．Akam琶andσtani

　　Districtl　Sorachi　Coal－fie1δ，

　　　　　Hokkaido
by　Eiroshi　Matsui，Takeharu　Hitosugi，

　　　．Kiyom．aru　Sakasegawa
　 Th壬s　sur▽ey　was　entrusted　by　Seika　Coal

Mining　gompany．The　larea　is　located　nearly

3klm　north－east　o至Seika・Akabira　Coa1・mine』

　．The“Bibai” coal　b夢aring　for丘しation　in．

this　fi61d寸s　the　most　productive　in．玲hikar三

gr・uレ1n’thes・uthernpaft・fthisarea，the

formation　indicates　an　anti・clinorium　structure

pitching　to　the　north，and　northern　part　of

this　area　is，more　deeper　than　the　s（）uthern，

so　the　purpose　of撮iis　survey　is　to　estimate

　　　　　　　　しへwhether　the“format柔on”isμesent，at　work．

able　depth　or　not．

　Thef・即ati・nswhichdevel・Pjnthisarea
as　fo110ws：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

f・r孟ati・司member「thickness

　　　　ヒTakik灸waiC・ng！・，1・・sesand

unc・nf・rmityl

『Akama

120m十

fine．gr色enish　bl砥el29Qm十
sandst・ne，blue　I

　greymud5t・nel、

5．　Coa1・bearing．　　504m

4．The　second、　　　75u＋

　　　mudstone
3．Ostreasandstone55m’〉85m

2。AltematiGn　of　74m～92m
　．sandstone　＆nd

　mudstone
工．The　first　　　・100m十

　　　mudstone
・Bibai　　引dark　grey　mudstone
　　　　i‘
　　　　ド
　　　　’1

outcropsonly
at
sma11

　蝋ckneSS
墾炭田調査速報蒔砦燃料部
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’

　　Aserieso£norma1 fault・1圭nessweepacross

thefieldfromsouむh・east．tonorth・west．afew
　　　　ノQf　faults・run　from　sou亡h　to　north，sothis　areざ

’　is　coηs‡ituted　by　fault　blocks．

　　As　a　w1ユ01e，the“．Bibai”is　dippi血g㌻o　the

・nort亘シwhile　it　is　not・白o　deep　in　the　northe士n

part・fthisareabec雀u＄eitha＄。beens・raised

by　some　step　faults。

　　The“ppe卜most　hor呈zっn　of　the　“Biba圭”F

　　ぺ　　　　　　　し
1ies　at　the　sea・level　in　th6southem　part，500m

below　the　sea　level　in　the　middle，150m　ben6ath

in　the　northcrn．

　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　1・要「　旨

　本調査は井華鑛業株式會肚の申講による受託調査であ

つて』1948年7月中旬より11月干旬迄四ケ月に亘つて調

査したQ本調査圃域は弁華赤季鑛業所北東約3kmに位

して東西2』km南北4km面積約＄km2である6本調査

の目的は，當地域の南部に於ては美唄爽炭暦（室知炭田

に於て最も稼行優値のある爽淡層）が走向略南北，五つ

一の背斜の集つた複背籍構遙を呈しているが，本地匪では

その美唄爽炭暦が次第に洗降しゼ上位の赤李層ぐ干部し

黛み貝暦）赤問暦．（羊歯砂岩層）が廣く分布している。，

筒美唄爽炭窟がその分布，傾斜・深度・地質構邉等によ

つて稼行の封照となり褥るか否かとゆう事と，同時に赤・

亭暦，赤闘暦中に稼行償値のある炭層があるか否かを決

定しようとするものであるo

　本地匪丙の殆んど全匪域には，赤李層，赤聞暦（共に、

Paleogene）及び瀧川暦（Pliocene）が分布していズ，

美唄爽炭麿は南西端の筐少匿域に露出するのみであるo

　赤季暦の厚さは808m乃至856mで，岩相・化石等の特

徴により更に5暦に細分するごとができ’，その最上部が

來炭暦である。赤聞暦の厚さは290m＋である。清琶川暦

は前：二者を傾斜不整含に被ひ厚さ120m十である。

　赤李暦はその一部を除き走向略南北傾斜は急で40。～

goo西である。赤問暦は走向北西～南東或は東西で北へ

200～40Q傾瓢す多σ瀧川暦は走向北15。～30。西，北東へ

100～300緩斜するo’

、本地域峠南隣する断暦地幣の北方延長部に當軌主要

，断暦の方向は北西～南東方向である。その他南北方向北

東ん南西方向の断暦があり，幾つかの小地塊に分たれ構

造が極めて複雄であるo

　炭暦は赤季暦中に三枚あつて，その中最も良いものは・

炭丈40cm，畿熱量7000カロリーであるo赤間暦中にも

石炭ほ…三枚あるが，その最もよい羨暦は炭丈40cm，登

熱量6300カロリ＾である。濃量計算は炭暦の膨縮，炭質

の攣化，傾斜，多数の断暦による複離な賦存状態等を考

慮して》・此較的安定した匠域のみに止あた。’赤亭暦では

推定豫想計約122，000t（撰水準下400m迄），赤聞暦で傾

270，000t㊦詠準『ド300m迄）である。

要するに調査の主目的とした美唄來炭暦は南より北へ

次第に沈降し地表に分布する赤季暦は傾斜が急で多敷め

蜥暦婚よりその構蓬が謙であ1るo美唄來炭暦朔）深輿を

推定すれぼ，調査匝域の南部ではその最上部ぼ大瞠海水

　　　　　　ド面上にあるが，地域の中部でな，海永面下500m乃至

700m，地域の北部では階段状断暦中爲再ぴ淺くなり海

　　　　　　　　　　　ゆ水面下150m附近にあるものと、思われる。『　　　　　隣

2。　調査班員，　期閻

’
a
）
調 査班員
　地質班　松井　　寛・一杉武治　逆瀬川清丸

　測量班　立花榮一　小野寺公見

b）期　　聞

　地質班　1948年7月18日～11月25日　F
　　　爵　　　　　’　　一　1測劉E秘＄年7月・・日窄・・月24日緬地脚作成

3・位愚塵域，豪逼

a）位置　北海道塞知郡赤李町赤間澤大谷澤

，窪…主．　圏潮層

顯犀…團業
　　　　　藻懸萎唄燃
　　　　　　癒肛田石鍋屠
．・』、．・　　　　聡湊ヒ7ニコ鉱　区

　　　　　鐸濾い哩」禦

第1圖　赤耶地匠地質圖

　’b）匿敏　赤亭鑛業所の北東方約3km井華鑛業籏匪　・

　を、中心として，赤間澤より大谷澤にまたがる東西2km

　南北4km面積8km2であるら　　　　　　　　も

　の　交通　調査地逼：鱒至る交通は札幌一瀧川一赤
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、

午（或は茂尻）聞國有躍道歩通、じ，赤耶騨より本地匿準
畠
は
約
，

8km，茂尻騨よりは約3kr“あるo室知川の南岸は
一
ト
牙

ツ“道路があるが，北岸に億馬車路参通じているに

すぎないo爾岸の往楽は渡船によるo調査地匿内の交通

は赤間酷大谷澤に澹つた痘路は，馬車を通じ得るが・そ

の他綜筐かに細い山路がある叩みで交通は不便である。

　喉　’　　4．地　　形
　赤間澤と大谷澤は，兆より南べ李行して流れ，爾澤間

には，標高200m～400mの山が分水嶺をなして南北に走

る。赤聞澤はその西岸に幅約150mの開析されたな薄ら

かな丘を有し，大谷澤は東岸に幅約100血の李坦地を有

　　　睡4する0

　　　　5・地弓・鴛・一
　a）麿序　暦序表を示すo

名
■　一

粧状図 化　石 岩質 備考

滝
川
層

三
〇
　
　 ：」

十ンン：

　三｛≧鎗、｝、

　oo　o　o　o　o　o

米Y÷」

　讐麸墨i＆

o 蓉
姿
又

赤
間
攣
歯
灘
岩

二二一・

』
畑

0昼
N〃

M〃 大
谷
沢
右
又

30C以炭力
30cm
60C加

糞妄…蓋

傍
石
　
　
狩

1
九
〇
米
＿
十

登弔3藁弩
≒自漁…≒三

一　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

7」＝’曾＝』T二＝

赤
孕
艮
下
部
し
募
貝

來
炭
，へ
昼

五
．
．
o

i三…．…シ三

雪・き言餐窪

中纈媚 大
谷
沢
右
又

1四

米一

臼　　一｝　一

D層

c層・

B層

赤
闇
杢
与
沢

41cm

萎魯薫
辱訂『らマ心ヤニニ

群
　
　
　
（
古
第

＝＝＝＝＝
」w占胃曇
⊇…宅……

蓮
七
五

．
米

…三三三…
・』」瓢鑑7＝　　，

灰青e槻
恭ル状5

　む

赤

輸
二
紀

ぎ

窒曇

至八葦モ 5亡r昭ひ螂05rθ
31

）互5ρ・ 赤喧

閻重 ＼

一ε
し
・
落
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四九

至米

　’『心「r霞＝＝
乃；∴’∴
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圏頁岩　　國砂質頁岩慶三］砂岩・團石楽岩

　一＿一・m
　　第2圖　赤間澤大谷澤層序表（赤卒地理）

　イ）美唄爽炭層

，’本暦はその最キ部が匿域の南西端に露出する。上嬉の

赤季暦とは断層で接するoちなみにその標式的襲達は1匿

域外の室知川澹岸にみ’ぢれるo主として暗次色泥岩よむ

なり厚ざう～10cmの泥端を頻繁にはさみ，虎の皮層・毛

に封比される，山丈4m41cm，炭丈3m29cmの：炭暦を

挾在する。

　ロ）赤季暦（下部しどみ貝層）・

　本暦は下位の美唄來炭麿とは瞭暦で接し暦厚808m乃　　．

．至856m＋で赤聞澤から大谷澤にかけて匠域の南孚部に

廣く分布する。岩相あ特徴により五部暦に細分され，下・』

’位より上位へ第一泥岩；し虻み・かわにな砂岩泥岩；か

き砂岩1’爽表暦である。赤亭層の砂岩は下部より上部

まで青色乃至幣線青色の細粒礎岩で，各部層の砂岩の岩

，相は酷似しその講別は至難であるが，し粛み・かわにな

砂岩にはしじみ〔Co瓶o％」幻αカoπ20α渉o肋4α2（早o海6」

舛耀）〕を多産し，その様はあたかも貨幣がべたべたと　・

地冒面に着いてゐるかの様であり，その他にはかわにな

〔Sε掬お躍00Sカ27αノ密0毎πα（yb為0ツα解α）〕　を産するo

最上部の爽表部暦中の砂岩はし黛みを産するが前者程著

しくなく叉かわになを含まない。かき砂岩中のかきの密

i集したかき暦　056紹α（C7αssosケ6α）n・sp及びそ∈⊃．L位

　　　　　　　　　　　しの第二泥岩は構造を決定するのに良い示準暦となる。赤

季暦と赤間暦との關係は整合で岩質は自然に移化するの　　ー

で來炭暦の上部に爽在する暦厚約30mで卵大の礫（主と

して珪岩）をぼつぽつとはさむ中粒砂岩暦をもつ七，赤

亭暦の最上部とし，赤間暦との匠分に之を利用した。地

質圖上にも特に黄色に塗色して匿別した。1

　ハ）赤間暦（羊歯砂岩暦）

・下位の赤李暦とは整合で・．岩質上著しい差異はないの

庭，便宜上前記厚さ39m塑中粒砂岩の上限をもつて爾暦

の境とするo赤聞暦は赤聞澤に於ては潭琶川層に不整含に

蔽われ，大谷澤右叉に於ても良好な標準となる露出を示

していないの盃その上限はきめられないo本暦は主とし

て騰青色細粒砂岩，友青色泥岩及ぴ爾暦の互層よりな「

り厚さ1は290m＋であつて調査琶域内では赤間澤本流に

・卜比較的廣く分布する。此澤では…三暦の炭暦が本層中にi爽

在する。隔吻聯伽の化石は見出せない。

　二）瀧川暦

、．本暦は赤亭暦或は赤閲暦を不整合に覆つて厚惨120卑

＋，・調査地球り北牛部に廣く露出する。本暦は赤李層赤。、

間暦に較べて軟かく粗懸で一見℃てそれ等き匠別でき

る。基底礫岩の厚さば0～10卑あり帯緑友色を塁し，礫

の大きさは卵大～拳大で主として珪岩，角岩等の圓礫よ

り成る。砂岩は緑色の細粒～粗粒砂岩で炭化した木片を

多敷爽有し，時に凝友質となり叉泥質になることもあ

る。砂岩相の上位には礫岩叉は礫岩質砂岩がある。こ爾

砂岩の厚さは約100血で，その上位に・は浮石粒を含む白

色凝友岩（厚さllOm＋）がある。

，灌川暦の上には北脚イル酵宰痢よ嫡來した火

山岩暦が分布している6本暦は赤李暦，・赤聞暦の爾者を　、

傾斜不整合に被覆しぞの暦厚は場所によつて攣化し，叉
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　　赤聞部落敷粁上流より伺部落の入が採取したという炭は

　　瀧川暦に属したい亜堤そあるので，赤間，大谷爾澤の上

　　流そは瀧川暦の薄い所に前の：二暦を含む石狩暦群が窓と・

　　なつてあらわれる可能性がある。

　　一b）構　　幾・　　　・
　　調査地域の南部では・美唄來炭暦が走向略南北の複背

　　斜構造を呈する。本地匠ではこの美唄爽炭層が北に向つ

　　七次第に沈干し，上位の赤亭暦及び赤聞暦が廣く分布す

　　るo赤耶層は赤蘭澤の｝部を除いては，1走向略南北，傾

　　斜50q～goq西，』赤1間暦は走向北西～南東，敦は東西，．頓

　　斜20。～400北であるo瀧川暦は前二：者とは傾斜不整合關

　　係にあつて走向北西15。～30◎，傾斜10。～20。西である。

　　本地域億南隣する蜥暦地幣の北方延長部に當り，主要

　　断暦の方向は北西～南東方向である。その他南北方向1

　　北東～南西方向ゐ副断暦があり，幾つかの小地塊に分た

　　れ，構造が極めて複難iである。

　　　i）北西～南東性の断暦

　　西より東へA，Blc，D，E，G，H，1，J，K，L，N断暦と假

　　総する。こね等はその性質により二分される。1、

r　　　　イ）A，B，C，D，E，G，N蜥暦

　　南隣する地域の複背斜に件ふ断暦群の延長で，2～3

　　kmに及び，落差は南程大きく200m～600m，北に向ひ

　　N断暦の外は次第に落葦を減ずる。全部東落ちの正断暦

　　で，蜥暦面は70㍗）800東，破石卒帯の襲達は著しく4～、5

　　mに及ぶものもある。

　　　切H，1，J，K，L断暦は，北西～南東方向ではあるが，

　　（イ）、の断暦群とほ方向が異なり，τ延長も3qOmで尖減

　　し，破粋帯は極めて小であり，断暦面ぱ709～85。・落差

　　は80m，落ちは，西落ち，東落ちまちまちであるが結局，，

　　本地域の南部苔中部で沈下した美鎮來炭層の深度を階段

　　状にかなりの程度に浮上らせ（淺くざせて）いるo

　　’ii）南北方向の断暦，P。Q。R蜥暦である。

　　ヒの中P断暦ぱc断暦より分榔る向斜断暦である。

　　断暦面ほ垂直，西落ち落差は南より北へ140m～550mに

　　壇している。破葎齢5mに準する5

　　，iii）北東～南西性断暦l　S断暦がある6　

　　要するに之等諸断暦の中美唄爽淡暦の深度を決めるの

　　に關係めある断層は，北西～南東方向の断暦群であるが

　　破陣響のかなり護達すること，地表露頭の断層面が地下

　　深所まで同rであると賭えちれない事等激蝦定が

　　入るが，本地域の南部では美唄來炭暦の最上部までの深

　　度は略海水面上と推定され，地域の中部でほB断暦の西

　　側では500mその他ほ海水面下700m以深であるo地域

　　の北部では臨暦のため階段歌に1孚上わ淺くなり，海水面

　　下150mと推定される。・
ψ

　　　　　6．石・　炭
（1）賦存歌況

ロ美唄爽炭暦は地下に沈降していて本地匿に露出してい

ないので，赤李暦，’赤聞暦中の炭暦についてのみ述べる

（イ）赤亭層中の炭暦

赤李騨の炭暦はその最上部の來炭部暦の中に三枚あ　’

つて，下位よりB暦， 　C層，D暦となづける。C暦が最

も良く炭丈40cmである。赤間澤第六號澤支流四の澤に

標式的に露出する。’

（P）赤間層中の炭暦　’

赤聞澤本流，赤聞右一一號澤，右一二號澤に三枚（下

よわM暦，N暦，0暦、露出している。M暦が最も良好で

炭丈40cmである。、

　画　 一　翻　 ，　四　一
赤閥右ノノ号沢

＿肱，岩解團瞬．萎頁岩』

’
0 10　　　　50m

　　24石炭
ノ5　灰質頁岩　　獅炭
　　暗灰色粘土
8三…三三暗灰色頁岩

　　3石炭
階一一一　有

一需＿一　炭．頁岩互層

峯…灰色酷・5。　㌧讐入，

　　　　　二諾＝頁岩、

　灰色箕岩
　　頁岩互屠

…………浅灰色翼岩

．43

第3圖來炭暦（下部し黛み暦♪の炭暦

　囲　　　画』　　囲
赤澗右6号5’沢　　赤閲有6号4’沢　　赤開有6号3’沢

、1搬…1……書’

　　　　　　　・妻轟岩　麟一
　　　　　　　2石炭
　　　　　　　　　2　　炭質頁岩
　　、　　　　　　　　　　㌔∵’；：＝二濠青色細粒砂岩

　　　　　　、蒲睾麟岩，

　0雫0　．「50m　＝二＝＝

第4圖．1羊歯砂暦の炭暦’

地質調査所月報 Vol.1 No.1 (1950)



ぐハ2　赤李，赤問暦中の淡丈攣化の状況

（2）’炭　　質

a）　肉眼的観察　’

瞳騰組織騒度窮鷹巻覇1鎚

b）分析結果

艦灘麟雛鐙 易．

易

やL長1

や」長

1撫場劇炭網

　　　　ヒ大谷澤左八號澤C暦
大谷澤左八號澤C麿
　　　　赤間澤右六號澤C層
￥　・　　i

、赤問、澤本、流1M暦

灘臆雛1酬鋼紛
　ヨ
220i山丈全部
　333孝顧質部

990炭暦良質部
　017 炭暦良質部

　　　　’

　ド、0●731　0．13
。．461α37

0．70　　0．45

0．95　　0．35

　　F

6．Ol

2．95
4．ε4

易・46

隊琳酬縣酸細麟瞬1躍験

c）炭　　量

炭量に就いては炭暦も薄く，炭質の攣化も比較的多く

且つ地質構造の頂に於て既述したように，多敷の蜥暦に、

より切断されて，複雑な賦存歌態にあるので，炭量計算

は比較的安定・した部分のみを行つた。

降矧 豫　’想 降

13．96　51．24　28，79

13．04・38．08　45．93

6．52　40．29　48．35

13．81　40．41〆40．32

暦名炭暦名

赤弔暦

赤間暦

合計

C暦

，M暦，

誹水準下200m
迄・　　　93。000t

携水準下100m
迄、、　54・000t

　　117．000t

携水準下400mi12．000t
迄　　　　　29．000t

排水準下300m269．000t，
迄　　　215．000t

　　406彫000t382．000t

　　　　　7．紬、　論’・
10美唄爽炭暦は南から北へ亥第に沈下するが，北東

部ではゴ北西～南東性の階段断暦群のためにうかなりの

／

32　　6330　　0．49紫褐色　微栄占結

　一t，562910・33

　16426　　1．00

7038　　0．40

　レ6330　049

赤褐色

濃褐色

濃褐色

紫褐色

不粘結
　〃、

粘結
微粘結

程度に浮上がる。（淺くなる）その推定深度に1ついて

は，構造の項参照。

20赤亭，赤聞暦中中炭暦の中各」暦は・かなり有望

で赤聞澤の一部では断暦も比較的少なく・享地條件とし

ての地形も障害にならない。

3。美唄爽淡暦，赤李層，赤問暦㌍炭暦の地下深度を

できるだけ適確にするため，ボーリングが施行されるこ・

と》うζ望しし、o　、　　　　．　　　　　　　．　　　、

4。瀧川層は比較的薄いことと1赤間部轍粁上流よ

O，同部落の人が探取したという濠は驚川暦に驕しない

亜淡であるので今後残された間題としてに大谷7赤聞爾、

澤の上流には，瀧川暦の下に窓となつて，石狩暦群中の

或暦が露出する可能陸があり，これを確める事である。

553．94：550。8（524）

o

北海道山部炭田占冠地匠及び穗別炭田穗別地運調査瀞

　　佐藤　蔑轍藩原清人鈴木泰輔

R6sum6

Ge610gy　of　the　Shimukappu，District，・

　　　　　　　　　　　ノYam＆be　Coa1－fie1（1＆　the　H：obetsu　　・

　District，H6betsu　Coa1髄field，

　　　　　』Hokkaido

BダShigeru’S母t6レKiyQn（！o　Kliyohara　and’

　　　　Taisuke　SUzuki．

　　The　coal　bearing、formation（Low。Kawabata
「
f
o
r
m
a tioninMiocene）isdi＄tributedinthelimited

ar6a，only　small　area　in　Shimukappu　district，

1
e
x
c
e
p

t　the　sρuth・westem　part。The　cdal　seams

here　are　found　intermittently70wing　to　the

聾淡田調査速報

簡燃料部

’
i
ntensely　fol（ied　structure．The　coal　bearing至or賜　1

mation（Low．Kawabata　formation）covers　the

　　　　　　　　　　　　　アIarge　area　in　Hlobetsu　district，　an（1　the　coa1　、

seams3re　also　intermittent　h鑓e　because　of　一
’
t
h e　special　environment　in　the　sedimentary　pr

・cessandthec・血Plicatedstructureinge・10gy，

　　The　coa1ごeser▽es　are　bstimated・only　about

100，000tons　ili　the　two　districts　at．totaL．

Therefore　the　exploitation　　in　the忌e　area　　is

concidered　to　be　difficult　under　the　present、

statロ＄oft疑ee“ono鱒・

　　　　1・申部：炭田占冠地琿

　　　　1．　目的・精度・期閻
地匿内の爽炭暦の規模，炭暦の賦存状況を明かにL，

現在採炭準備中の地域の埋藏淡量を究明し將來の企業計

書の資とすること奪目的として概査（縮尺1／5萬）及ぴ

f　44

地質調査所月報 Vol.1 No.1 (1950)




